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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会 

　
　
　

第
１３
回
総
会
式
次
第

司
会
者
・
開
会
あ
い
さ
つ

会
長
挨
拶
・
黙
祷

定
足
数
確
認
・
正
会
員
参
加
人
数
確
認
・
総
会
の
成
立
確
認

議
長
選
出

議
長
挨
拶

議
事
録
署
名
人
選
出

審
議
事
項

第
一
号
議
案　

平
成
29
年
度
・
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
・
事
業
会
計
収
支
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度
・
監
査
報
告

第
二
号
議
案　

平
成
30
年
度
・
事
業
計
画
（
案
）

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
・
事
業
会
計
予
算
（
案
）

質
疑
応
答
（
採
決
）

第
三
号
議
案　

平
成
29
年
度
・
退
任
役
員

採
決

・
そ
の
他
、
報
告
す
べ
き
事
項

議
長
解
任

閉
会
あ
い
さ
つ

目　

次 

２
２
１
号

第１３回総会式次第・総会規約����� １

ＮＰＯ東腎協第１３回総会議案� �� 2

20１７年度事業報告���������� 2

20１８年度事業計画（案）�������� ６

20１７年度会計報告���������� 9

20１８年度予算（案）����������１１

20１７年度監査報告書���������１2

リレーエッセイ�����������１3

なかまのたより�����������１４

活動のまど� ������������１６

泣き笑い透析生活① 糸賀久夫����20

工藤育夫広報委員長を偲んで� ���22

事務局から�������������23

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
規
約　

第
４
章　

総
会

第
15
条
（
総
会
）

総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
し
、
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
総
会
で
は
、
①
活
動
経
過
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計
監

査
報
告
の
承
認
②
活
動
方
針
お
よ
び
予
算
の
決
定
③
規
約
の

改
廃
④
役
員
の
選
出
⑤
そ
の
他
会
務
に
関
す
る
事
項
等
を
審

議
決
定
す
る
。

第
1６
条
（
臨
時
総
会
）

正
会
員
の
５
分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た

は
常
任
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を
開
催

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
1７
条
（
召
集
）

総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
と
き
は
、
会
議
の
日
時
、
場
所
、
目

的
、
及
び
審
議
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
っ
て
、
少
な

く
と
も
７
日
前
ま
で
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
18
条
（
議
長
）

総
会
の
議
長
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
、
出
席
正
会
員
の

中
か
ら
選
出
す
る
。

第
1９
条
（
定
足
数
）

総
会
に
お
い
て
は
正
会
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
が
な

け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
20
条
（
議
決
）

総
会
の
議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
21
条
（
委
任
等
）

や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
正

会
員
は
、
書
面
に
よ
り
表
決
を
委
任
で
き
る
。
こ
の
場
合
前

２
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

第
22
条
（
議
事
録
）

総
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
議
事

録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
日
時
及
び
場
所

正
会
員
の
現
在
員
数
、
出
席
者
数
及
び
出
席
者
氏
名
（
表

決
委
任
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、そ
の
旨
を
付
記
す
る
こ
と
）

（
２
）
審
議
事
項
及
び
決
議
事
項

（
３
）
議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

（
４
）
議
事
録
署
名
人
の
選
任
に
関
す
る
事
項

２　

議
事
録
に
は
、
議
長
及
び
そ
の
会
議
に
お
い
て
選
任
さ

れ
た
議
事
録
署
名
人
２
人
以
上
が
、
書
名
、
捺
印
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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１　

は
じ
め
に

（
１
）
２
０
１
６
年
末 

　

慢
性
透
析
患
者
の
現
状
（
表
１
・
２
）

（
全
国
の
慢
性
透
析
患
者
の
特
徴
）

①
２
０
１
６
年
末
慢
性
透
析
患
者
３
２

９
，
６
０
９
人
（
前
年
比
４
，
６
２
３

人
増
）

②
２
０
１
６
年
末
透
析
患
者
の
平
均
年

齢
６８
・
２
歳
（
高
齢
化
の
進
展
／
前
年

比
０
・
３
歳
増
）。

③
２
０
１
６
年
末
新
規
導
入
患
者
の
平

均
年
齢
６9
・
４
歳
（
高
齢
化
の
進
展
／

前
年
比
０
・
２
歳
増
）

（
推
測
さ
れ
る
東
京
の
慢
性
透
析
患
者

の
特
徴
／
２
０
１
４
・
１５
・
１６
年
）

④
３
年
間
の
新
規
導
入
患
者
１
１
７
，

１
３
３
人
（
年
平
均
３
９
，
０
４
４
人

…
東
京
約
３
，
９
０
０
人
／
全
国
の
１0

％
）

⑤
３
年
間
の
死
亡
患
者
９
３
，
５
６
５

人
（
年
平
均
３
１
，
１
８
８
人
…
東
京

約
３
，
１
０
０
人
／
全
国
の
１0
％
）

⑥
３
年
間
の
透
析
患
者
増
２
３
，
５
６

８
人
（
年
平
均
７
，
８
５
６
人
…
東
京

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告（
第
一
号
議
案
）

（表 ２）２０１６年１２月末　年齢・男女別患者数
日本透析医学会資料

透析年数 男 女 合計 ％

５年未満 １02，0１9人 ４８，６８６人 １５0，７0６人 ４７．3％

５ 年以上１0年未満 ５１，８30人 2７，3１５人 ７9，１４５人 2４．８％

１0年以上１５年未満 2５，00１人 １５，５５５人 ４0，５５６人 １2．７％

１５年以上20年未満 １2，７3７人 9，3５７人 22，09４人 ６．9％

20年以上2５年未満 ６，920人 ５，５６４人 １2，４８４人 3．9％

2５年以上30年未満 3，６2１人 3，2７６人 ６，８9７人 2．2％

30年以上3５年未満 2，0６2人 １，92５人 3，9８７人 １．3％

3５年以上４0年未満 １，１39人 １，0１3人 2，１５2人 0．７％

４0年以上 ４0６人 3８７人 ７93人 0．2％

不明・記載なし １８８人 １0７人 29６人

合計 20５，923人 １１3，１８５人 3１9，１09人

年齢別 男 女 合計 ％

６0歳未満 ４9，2５9人 22，0１１人 ７１，2７0人 22．８％

６0歳以上 2４，0７５人 １2，１22人 3６，１9７人 １１．3％

６５歳以上 3８，４５3人 １9，８3６人 ５８，2８9人 １８．3％

７0歳以上 30，５3４人 １６，６09人 ４７，１４3人 １４．８％

７５歳以上 ６2，７８9人 ４2，9１9人 １0５，７0８人 33．１％

合計 20５，922人 １１3，１８５人 3１9，１09人

（表 １）�２０１６年１２月末　慢性透析療法の
現状

日本透析医学会資料

透析施設数 ４，39６施設 ７５施設増

慢性透析者 329，６09人 ４，６23人増

通
院
血液透析等 290，１9６人 ８８．0％

腹膜透析等 ８，５02人 2．８％

入
院
血液透析等 29，８02人 9．0％

腹膜透析等 ５１9人 １．７％

在宅血液透析 ６3５人 0．2％

夜間透析 32，４3１人 9．８％

新規導入患者数 39，3４４人 １１８人増

死亡患者数 3１，７90人 ７22人増

導入平均年齢 ６9．４歳 0．2歳増

患者平均年齢 ６８．2歳 0．3歳増

最長透析者 ４８年 ４ ヶ月

約
７
８
６
人
／
１0
％
…
実
増
９
，
１
２

１
人
）

（
２
）
透
析
患
者
の
医
療
費
を 

め
ぐ
る
情
勢

①
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
後
退
（
地

方
に
お
け
る
個
人
負
担
増
）

地
方
で
は
、
一
医
療
機
関
の
受
診
に

対
し
月
２
回
以
上
受
診
し
た
場
合
、
１

回
に
つ
き
３
０
０
円
～
５
０
０
円
に
診

療
費
、
薬
代
の
自
己
負
担
が
発
生
し
て

い
ま
す
（
上
限
３
～
５
，
０
０
０
円
）。医療費総額

医療保険
（7～9割）
からの給付

透析の
場合
医療保険
高額療養費
「特定疾病」
からの給付

自立支援
医療

（更生医療）
からの給付

移植の場合
自立支援医療
（更生医療）
からの給付

障
害
者
医
療
費
助
成

か
ら
の
給
付

自
己
負
担

（表 ３）
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②
高
齢
者
の
高
額
医
療
費
の
引
き
上
げ

（
表
３
）

２
０
１
７
年
８
月
か
ら
、
高
齢
者
医

療
制
度
の
高
額
医
療
費
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
の
を
受
け
、
一
部
の
自
治
体
で
は

「
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
に
よ
る

自
己
負
担
限
度
額
が
１
２
，
０
０
０
円

か
ら
１
４
，
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

③
人
工
透
析
に
関
わ
る
診
療
報
酬
の
改

定
（
表
４
）

２
０
１
８
年
度
の
診
療
報
酬
の
改
定

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
改

定
で
は
、
透
析
用
監
視
装
置
（
コ
ン
ソ

ー
ル
）
の
台
数
と
そ
の
台
数
に
対
す
る

患
者
数
に
応
じ
た
点
数
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
規
模
に
よ

っ
て
点
数
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
人
員
数
な
ど
、
透
析
環
境
に

影
響
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
等
々
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

「
中
期
事
業
計
画
」（
２
０

１
５
～
２
０
１
７
年
）
の
総

括
（
表
５
）

（
１
）
中
期
事
業
計
画
の
目
標

①
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
安
定

し
た
４
０
０
０
名
会
員
を
目
指
す
。

②
会
員
減
少
に
伴
う
財
務
体
質
の
弱
体

化
を
克
服
す
る
。

③
医
療
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会

貢
献
活
動
を
推
進
す
る
。

（
２
）
患
者
、
患
者
会
の
現
状

表
参
照

（
３
）
中
期
事
業
計
画
の
総
括

①
会
員
４
０
０
０
名
を
目
指
し
た
が
３
，

８
２
０
名
→
２
，
８
２
７
名
（
９
９
３

名
減
）
に
終
わ
っ
た
。

②
こ
の
間
５
０
０
名
を
超
え
る
新
会
員

を
迎
え
た
が
、
１
５
０
０
名
近
い
退
会

者
（
死
亡
者
）
が
あ
っ
た
。

③
３
年
間
の
財
務
状
況
は
経
費
の
削
減

を
行
い
寄
付
金
も
あ
っ
た
が
、
▲
６
３

７
千
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
。

④
会
員
減
少
の
要
因

・
役
員
・
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
患
者

会
活
動
が
活
性
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

・
患
者
会
の
有
為
性
を
訴
え
き
れ
な
か

っ
た
こ
と
。

・
一
般
患
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
不
足
し

て
い
た
こ
と
。

・
高
齢
化
や
役
員
不
足
に
よ
り
、
多
彩

な
学
習
、
交
流
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。

（表 ４）人工透析に関わる診療報酬の改定
慢性維持透析を行った場合 １ 改訂後の点数 改正点数 コンソールの台数 コンソール台／患者数

４時間未満の場合 １，9８0点 －30点 2６台未満 3．５未満

４時間以上 ５時間未満の場合 2，１４0点 －3５点 〃 〃

５時間以上の場合 2，2７５点 －3５点 〃 〃

慢性維持透析を行った場合 ２

４ 時間未満の場合 １，9４0点 －７0点 2６台以上 3．５以上～４．0未満

４時間以上 ５時間未満の場合 2，１00点 －７５点 〃 〃

５時間以上の場合 2，230点 －８0点 〃 〃

慢性維持透析を行った場合 ３

４ 時間未満の場合 １，900点 －１１0点 上記に該当しない 上記に該当しない

４時間以上 ５時間未満の場合 2，0５５点 －１20点 〃 〃

５時間以上の場合 2，１８５点 －１2５点 〃 〃

夜間休日加算 3８0点 ＋８0点

６ 時間以上の透析を行った場合 １５0点／ １回 新設

（表 ５）過去１０年の会員推移と収支� ｜―→中期事業計画←―｜
年度 200７年 200８年 2009年 20１0年 20１１年 20１2年 20１3年 20１４年 20１５年 20１６年 20１７年
会員数（人） ５，７４７ ５，４2４ ５，１４１ ４，920 ４，６４６ ４，32４ ４，１0６ 3，８20 3，3４７ 3，0８８ 2，８2７
会員増（人） 2６７ １８５ 未
会員減（人） －７４0 －４４４ 未
年度減（人） －22４ －323 －2８2 －222 －2７４ －322 －2１８ －2８６ －４７3 －2５9 －2６１
収入（千円） 3７，８５3 3７，５2７ 3４，４７５ 33，８１9 32，５７４ 3５，４１１ 29，６9８ 2８，８６3 23，５2１ 23，５５８ 2１，５0７
支出（千円） 3７，６90 3８，320 32，６１3 32，0７１ 3４，１02 32，５１3 30，１６0 30，４3６ 2４，2８８ 22，9７５ 2１，9６0
収支（千円） １６3 －７93 １，８６3 １，７４８ －１，５2８ 2，８9８ －４６2 －１，５７3 －７６７ ５８3 －４５3
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⑤
患
者
会
の
存
在
意
義
が
希
薄
に
な
っ

て
き
た
こ
と
。

・
患
者
会
存
続
の
意
義
…
全
腎
協
→
国

（
厚
労
省
）、
東
腎
協
→
都
（
疾
病
対

策
課
他
）

・
単
一
疾
病
患
者
会
で
、
東
京
都
と
予

算
交
渉
し
て
い
る
の
は
東
腎
協
だ
け
で

あ
る
こ
と
の
認
識
。

⑥
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
、

目
的
を
同
じ
く
す
る
他
団
体
の
取
組
に

積
極
的
に
参
加
し
た
。

３　

２
０
１
７
年
度
の
活
動
報
告

（
１
）
ブ
ロ
ッ
ク
・
青
年
部
・
地
域 

腎
友
会
そ
の
他
の
活
動
報
告

（
表
６
参
照
）

□
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
　
中
村
　
博

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
非
会
員
参
加
の

イ
ベ
ン
ト
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
正
会
員
会
議
な
ど
イ
ベ

ン
ト
参
加
の
無
い
患
者
会
へ
訪
問
し
て

現
状
確
認
を
す
る
時
間
が
取
れ
な
か
っ

た
。
２
０
１
８
年
度
は
、
患
者
会
訪
問

を
し
て
回
り
な
が
ら
未
組
織
施
設
の
訪

問
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
の
中
で
非
会
員
が
参
加
出

来
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
東
腎
協

の
ア
ピ
ー
ル
を
は
か
り
新
規
会
員
拡
大

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

□
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
須
賀
春
美

７
月
の
正
会
員
会
議
で
は
、
今
年
度

の
行
事
予
定
と
報
告
を
行
い
、
普
段
の

活
動
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
工
夫
し
て

い
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
情
報
を
共
有

し
ま
し
た
。
１１
月
の
会
員
交
流
会
で
は

元
理
事
の
宿
野
部
さ
ん
に
「
自
分
ら
し

い
透
析
生
活
の
コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
、

長
年
の
経
験
か
ら
得
た
透
析
生
活
の
コ

ツ
を
学
び
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
会
員

交
流
会
や
学
習
会
を
通
じ
て
、
会
員
同

士
の
親
睦
を
図
り
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
活

性
化
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

□
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
　
榊
原
靖
夫

特
に
今
期
は
、
従
来
２
回
開
催
で
し

た
「
正
会
員
会
議
」
を
３
回
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
腎
協
の
患
者

会
活
動
の
根
幹
と
な
る「
病
院
患
者
会
」

の
維
持
継
続
や
活
性
化
の
課
題
に
対
し
、

情
報
交
換
や
方
法
論
の
議
論
を
真
剣
に

ま
た
前
向
き
に
話
し
合
い
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
正
会
員
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
り
連
携
が
強
く
な
っ
て

い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

来
期
も
東
腎
協
活
動
の
最
重
点
目
標

で
あ
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
」
の
活
性
化

（表 ６）ブロック・青年部・その他の活動報告
正会員会議 個人会員会議・交流会 学習会・講演会

東部ブロック ７／30、 3 ／１８ 3 ／ ４ 家族交流会、 １１／2６
中南部ブロック ７／30、１0／１５ １ ／2１新年会 ４／23、１１／ 9
北部ブロック ４／１６、 9 ／ 3 、 2 ／１１ １１／ ５ 、 2 ／１１新年会 １0／１５
多摩ブロック ７／１６、 2 ／１１ ４ ／ 2 花見＆ＢＢＱ大会、８／2７、

１ ／2１新年会
20１７年度は中止

青年部 関東ブロック青年交流会、他県交流会への参加。定例会は 2ヶ月に １回開催し、情報共有。
東京歩こう会 魅力ある患者会活動の一環として「東京歩こう会」が設立された。１８年 ４ 月 １ 日に3５名の参加で上野～本

郷周辺を散策。

（表 ７）社会貢献事業活動報告
主な行事 日時 会場 内容（企画・講演）） 参加者
第3６回臓器移植普及推進キャンペーン １0／ １ 上野恩賜公園 意思表示カード（ティッシュ）５５00個、風船６00

個配布
23人

〃 １0／ １ 井の頭恩賜公園 意思表示カード（ティッシュ）3000個、八王子
医療センターの協力で健康相談（血圧測定）

32名

第１9回臓器移植推進国民大会 １0／１５ イイノホール 協力者表彰、記念講演木村利人先生（早稲田大
学名誉教授）

300名

臓器移植推進グリーンリボンパレード １0／22 銀座～日比谷 台風により中止
ＪＰＡ全国・患者家族全国集会 １１／2５ 浅草ヒューリックホール 難病患者・家族の声として ８団体の報告訴え。 ５00人
障害者週間「第3７回ふれあいフェスティバル」 １2／ ４ 都庁大会議室 第一部表彰、顕彰、第二部「ふれあいステージ」 ５00名
第 3回低カリウム野菜セミナー in 東京 3／ ４ 東京家政学院大学 腎臓病食にも生野菜をテーマ ５0名
第１3回世界腎臓デー「キドニーウィーク」 3／ ４ アルカディア市谷 市谷周辺 ５キロウォーキング 300人
第29回腎臓病を考える都民の集い 3／１１ 都庁大会議室 記念講演（ＣＫＤ）菅野義彦先生、（食事療法）

坂本香織先生
１99名



5 No.221／2018年 5 月

の
意
義
を
共
有
し
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
と

も
連
動
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
考
え
ま
す
。

□
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
　
杉
崎
憲
三
郎

各
患
者
会
の
現
状
は
、
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
予
想
以
上
に
厳
し
い
で

す
。
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
２
０
１
６

年
度
よ
り
個
人
会
員
の
会
議
・
交
流
を

重
視
し
、
結
果
、
１0
名
近
い
会
員
が
自

主
的
に
定
例
会
を
開
く
な
ど
、
前
進
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
は
正

会
員
会
議
や
諸
行
事
に
出
ら
れ
な
い
患

者
会
に
、
役
員
で
分
担
し
て
現
状
把
握

な
ど
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
青
年
部
長
　
永
見
明
子

�

（
代
理
　
阿
部
　
豊
）

２
０
１
７
年
度
は
、
部
員
の
減
少
対

策
と
し
て
、
青
年
部
独
自
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
各
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
、

勧
誘
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

青
年
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
複
数
幹

事
の
活
動
制
限
な
ど
も
あ
り
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青

年
交
流
会
、
他
県
交
流
会
な
ど
へ
の
参

加
し
、
東
腎
協
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

力
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
定
例
会

は
２
ヵ
月
に
一
度
ほ
ど
開
催
し
、
幹
事

の
情
報
共
有
と
今
後
の
活
動
内
容
の
決

定
の
場
と
し
て
、
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
は
、
引
き
続
き
青
年
部

独
自
の
チ
ラ
シ
を
各
イ
ベ
ン
ト
等
で
配

布
し
、
勧
誘
活
動
を
定
期
的
に
行
い
、

部
員
拡
大
（
５５
歳
以
下
の
会
員
の
方
を

随
時
募
集
）
と
青
年
部
の
活
性
化
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
の
活
動
報
告

①
東
京
都
予
算
要
請

東
腎
協
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
東
京

都
へ
の
２
０
１
８
年
度
予
算
要
請
が
、

９
月
５
日
（
木
）
都
庁
第
一
本
庁
舎
会

議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
下

の
８
つ
の
大
項
目
と
１４
の
小
項
目
（
機

関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．
２

１
９
に
掲
載
）
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
各
種
医
療
助
成
制
度
等
の
維
持
継

続
に
つ
い
て　

２
．
要
介
護
透
析
者
へ

の
支
援
強
化
に
つ
い
て　

３
．
Ｃ
Ｋ
Ｄ

（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取
り
組
み
推
進

に
つ
い
て　

４
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急

医
療
に
つ
い
て　

５
．
透
析
医
療
の
安

全
に
つ
い
て　

６
．
透
析
患
者
へ
の
大

災
害
対
策
に
つ
い
て　

７
．
再
生
医
療

と
臓
器
移
植
に
つ
い
て　

８
．
就
労
支

援
に
つ
い
て

②
都
議
会
各
党
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

東
京
都
へ
の
予
算
要
請
項
目
の
実
現

（表 ８）委員会活動報告
委員長 委員 主な活動内容

広報委員会 工藤育夫 3名 機関誌「とうじんきょう」ＮＯ．2１７～ＮＯ．220号発行、ＨＰ管理更新
行政委員会 田崎　勲 ８名 委員会 ４回開催、東京都予算要請、各党懇談、学習会 １回
総務委員会 小野　誠 ４名 委員会１６回開催、諸規定の見直し等
災害対策委員会 戸倉振一 ４名 「東腎協災害対策マニュアル」の作成、災害名簿の更新

（表 ９）関連する他団体との活動
主な活動内容

全国腎臓病協議会 ５／20～2１全腎協大会 in 福井、 ７／ ８～ 9事務局長会議
全腎協関東ブロック ７／22第８１回関東ブロック in 水戸、１2／ 3 第８2回関東ブロック会議 in さいたま、 2／

１８災害対策部会、 3／１８第 ７ 回組織対策部会
東京難病団体連合会 ５／2１第１５回総会
板橋区難病団体連合会 3／ ４「難病法の現状と課題」学習会　平岡久仁子先生（帝京平成大学）

（表１０）その他の事業報告
福祉移送相談推進事業 主な活動内容
腎臓病患者の食事療法に関する事
業

特になし

協賛企業広告掲載事業 エルピス、イーホプペプセル、ベータ食品、丸大食品、清光会、むつみ会、ユアハイマー
ト、自靖会、静岡メディカルアライアンス、新光会、ＪＴＢコーポレートセールス
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の
た
め
、
都
議
会
各
党
派
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
８
月
３
日
（
木
）
に
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
、
都
議
会
公

明
党
、
９
月
７
日
（
木
）
に
都
議
会
自

民
党
、
都
議
会
民
進
党
、
日
本
共
産
党

都
議
団
の
各
党
派
と
、
透
析
患
者
の
実

態
と
要
請
の
内
容
を
説
明
し
、
理
解
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
東
腎
協
第
７
回
大
会

９
月
１0
日
（
日
）
第
７
回
東
腎
協
大

会
が
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
は
一
般
会
員
、
賛
助
会

員
、
東
腎
協
役
員
を
合
わ
せ
て
約
１
２

０
名
。
第
一
部
は
東
京
都
疾
病
対
策
課

小
林
課
長
、
都
議
会
各
党
議
員
、
全
腎

協
馬
場
会
長
の
挨
拶
。
長
期
透
析
者

（
４0
年
６
名
、
30
年
１0
名
）
の
表
彰
と

２
０
１
６
年
度
会
員
拡
大
優
秀
患
者
会

の
表
彰
。
第
二
部
は
「
首
都
直
下
型
地

震
に
備
え
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

福
島
、
熊
本
、
兵
庫
の
患
者
会
か
ら
代

表
を
お
呼
び
し
て
、「
患
者
会
と
し
て

の
取
り
組
み
の
反
省
と
課
題
」
を
学
び

ま
し
た
。
地
元
麹
町
消
防
署
の
協
力
を

得
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
／
心
肺
蘇
生
の
実
施
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

③
国
会
請
願
運
動

第
４７
次
国
会
請
願
は
２
０
１
８
年
３

月
１５
日
（
木
）
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

大
会
議
室
で
全
国
の
代
表
約
１
８
８
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
腎
協

か
ら
１0
名
の
理
事
が
参
加
し
、
東
京
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
１0
名
に
請
願
署
名

を
渡
し
た
（
全
国
の
紹
介
議
員
は
２
９

５
名
）。東
京
の
署
名
数
は
全
腎
協
１
３
，

８
７
８
筆
（
昨
年
１
７
，
０
７
４
筆
）

Ｊ
Ｐ
Ａ
１
２
，
７
６
７
筆
（
昨
年
１
３
，

８
３
８
筆
）
で
、
募
金
は
１
，
１
１
３
，

９
１
０
円
（
昨
年
１
，
０
５
８
，
３
４

０
円
）
で
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
社
会
貢
献
事
業
活
動
報
告

表
７
参
照

（
４
）
委
員
会
活
動
報
告

表
８
参
照

（
５
）
そ
の
他
の
活
動

東
京
都
が
管
理
し
て
い
る
「
災
害
備

蓄
米
『
は
ん
ぶ
ん
米
』」
に
つ
い
て
、

東
腎
協
を
通
じ
て
腎
臓
病
患
者
、
透
析

患
者
に
無
料
配
布
す
る
依
頼
を
受
け
た
。

今
年
度
は
３
０
，
０
０
０
食
。
来
年
以

降
も
継
続
す
る
。

（
６
）
関
連
す
る
他
団
体
と
の
活
動

表
９
参
照

（
７
）
そ
の
他
の
事
業
報
告

表
１0
参
照

２
０
１
８
年
度
事
業
計
画（
案
）
第
二
号
議
案

創
立
５０
周
年（
２
０
２
２
年
）を
目
指
し
て
、

持
続
可
能
な
患
者
会
を
作
ろ
う
！

③
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
資
す
る
活
動
と
社
会
貢
献
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
の 

基
本
方
針

腎
臓
病
に
関
連
す
る「
社
会
的
課
題
」

「
患
者
が
抱
え
る
問
題
」
解
決
に
必
要

な
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、

体
制
を
再
構
築
し
、
有
効
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

成
の
継
続
。

・
身
体
障
害
者
福
祉
制
度
（
マ
ル
帳
）

の
継
続
。

②
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し
て
東
腎

協
の
存
続

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額（
１
万
円
）の
助
成（
マ

ル
都
）
の
継
続
。

・
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
（
マ

ル
障
）
の
継
続
。

１　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け

ら
れ
る
医
療
体
制
の
継
続
を

目
指
し
て

（
患
者
会
存
続
の
意
義
）

①
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て
全
腎
協

の
存
続

・
身
近
な
地
域
で
透
析
医
療
が
受
け
ら

れ
る
医
療
体
制
の
継
続
。

・
健
康
保
険
に
お
け
る
透
析
医
療
の
患

者
負
担
限
度
額
（
１
～
２
万
円
）
の
助
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（
必
要
な
対
策
）

①
患
者
会
運
営
の
支
援
を
す
る
。

②
個
人
会
員
の
会
費
、
企
業
・
団
体
の

協
賛
金
、
寄
付
金
で
安
定
し
た
収
入
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
。

③
個
人
会
員
か
ら
の
人
材
登
用
。

④
患
者
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
へ
脱
皮
。

⑤
腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
、

患
者
の
経
験
を
発
信
（
機
関
誌
、Ｈ
Ｐ
）

し
、
社
会
に
注
目
さ
れ
る
団
体
へ
。

⑥
透
析
歴
が
初
期
、
中
期
、
長
期
、
年

代
別
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
。

⑦
移
植
者
（
経
験
者
）・
保
存
期
の
患

者
へ
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
。

⑧
透
析
施
設
へ
の
入
会
案
内
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
依
頼
を
積
極
的
に
行
う
。

（
委
員
会
の
設
置
）

①
こ
の
基
本
方
針
を
具
体
化
し
、
年
度

ご
と
の
目
標
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
実

践
し
て
い
く
た
め
、「
東
腎
協
再
構
築

委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
す
る
。

②
こ
の
委
員
会
は
、
三
役
（
会
長
、
副

会
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
）、

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
理
事
、
理
事
会
が
推
薦

す
る
一
般
会
員
等
で
構
成
す
る
。

③
委
員
会
は
、
奇
数
月
に
開
催
す
る
。

２　

２
０
１
８
年
度
の
活
動
計
画

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①「
第
３７
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

１0
月
７
日
（
日
）
に
上
野
恩
賜
公
園

で
東
京
都
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。
今

年
度
は
開
催
場
所
を
一
か
所
に
絞
り
、

昨
年
度
を
上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の
開
催

１0
月
１４
日
（
日
）
に
銀
座
か
ら
日
比

谷
ま
で
の
「
臓
器
移
植
推
進
グ
リ
ー
ン

リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
」
を
行
う
。

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
１
９
年
度
予
算

要
請
」

昨
年
度
と
同
様
に
下
記
の
重
点
項
目

に
絞
り
込
み
、
８
月
に
東
京
都
に
２
０

１
９
年
度
予
算
要
請
を
行
い
ま
す
。
行

政
委
員
会
を
中
心
に
学
習
会
な
ど
を
企

画
し
要
請
内
容
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

１
．
各
種
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持
継

続２
．
要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

３
．
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取

り
組
み
推
進

４
．
腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い

て５
．
透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

６
．
透
析
患
者
の
大
災
害
時
の
対
策
に

つ
い
て

７
．
再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

８
．
就
労
支
援
に
つ
い
て

④
第
４８
次
国
会
請
願
署
名
活
動

全
腎
協
主
催
で
４７
年
続
け
て
き
ま
し

た
「
国
会
請
願
署
名
活
動
」
は
、
今
後

も
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
活
動
で
す
。

地
道
に
確
実
に
取
り
組
み
、
国
と
の
パ

イ
プ
を
維
持
す
べ
き
活
動
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
署
名
活
動
の
取
り
組
み
期

間
は
２
０
１
８
年
１0
月
か
ら
２
０
１
９

年
１
月
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
都
民
の
集
い
」

の
開
催

広
く
一
般
市
民
に
腎
臓
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
２

０
１
９
年
３
月
に
「
腎
臓
病
を
考
え
る

都
民
の
集
い
」
を
東
京
都
と
共
催
で
開

催
し
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
・
医
療
施
設
・

公
共
施
設
等
へ
の
宣
伝
を
強
化
し
て
、

昨
年
度
を
上
回
る
実
績
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

「
東
腎
協
災
害
対
策
」
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
活
用
し
、
災
害
時
の
対
策
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

東
腎
協
「
災
害
対
策
会
員
」
名
簿
の

更
新
・
作
成
と
、
災
害
時
緊
急
連
絡
網

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
を
１
、

４
、
７
、
１0
月
の
４
回
発
行
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

Ｈ
Ｐ
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
知
ら
せ
の
情

報
を
遅
滞
な
く
細
か
く
掲
載
し
、
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
な
ど

に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
慢
性

腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
向
け
の
情
報

を
充
実
し
て
、
個
人
会
員
と
し
て
入
会

を
促
進
し
ま
す
。

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
主

催
す
る
事
業
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
施
設
や
他
団
体
へ
の
情
報

提
供
を
強
化
し
ま
す
。

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

東
腎
協
の
活
動
を
理
解
い
た
だ
き
協

力
い
た
だ
く
、
賛
助
会
員
の
増
加
に
取

り
組
み
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
目
指
し
ま
す
。

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の
入

会
を
強
化
し
ま
す

透
析
前
の
腎
臓
病
患
者
の
入
会
を
強

化
し
、
腎
臓
病
患
者
の
グ
ル
ー
プ
化
を

目
指
し
ま
す
。
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（
３
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

１
．
理
事
会
開
催
は
原
則
的
に
毎
月
開

催
し
ま
す
（
８
、
１2
月
を
除
く
）。

２
．
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
、
東
腎
協
再
構

築
委
員
会
（
仮
称
）
を
隔
月
で
開
催
し

再
構
築
に
向
け
、
有
効
的
な
対
策
を
講

じ
ま
す
。

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
年
２
回
正
会

員
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

②
事
務
局
体
制
の
強
化

事
務
局
強
化
は
事
業
を
活
性
化
す
る

た
め
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効

的
な
財
政
運
営
を
心
が
け
、
健
全
財
政

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
東
腎
協
活
動
の
柱

で
す
。
会
員
・
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
退
任
理
事

小
野
誠
（
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
）

田�

崎
　
勲
（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者

会
友
の
会
）

村�

門
日
出
雄
（
新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
患

者
会
友
の
会
）

工
藤
育
夫
（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

（
２
１
０
８
年
度
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
役
員
）

○
会
長

梅
原
秀
孝
（
府
中
け
や
き
会
）

○
副
会
長

戸
倉
振
一
（
森
山
友
の
会
）

古�

暮
　
宏
（
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田

谷
患
者
会
友
の
会
）

○
事
務
局
長

板
橋
俊
司（
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）

○
事
務
局
次
長

白
坂
徹
夫
（
個
人
会
員
）

○
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
村
　
博
（
新
葛
友
の
会
）

○
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

須
賀
春
美
（
虎
の
門
高
津
会
本
院
）

○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

榊
原
靖
夫
（
高
中
腎
友
会
）

○
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長

杉
崎
憲
三
郎
（
個
人
会
員
）

○
理
事

金
井
信
憲
（
新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎

友
会
）
酒
井
　
豊
（
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ

ク
腎
友
会
）
住
安
　
重
（
新
小
岩
ク
リ

ニ
ッ
ク
患
者
会
友
の
会
）
長
井
久
美
子

（
に
こ
た
ま
会
）
松
本
茂
利
（
個
人
会

員
）
鈴
木
明
彦
（
高
中
腎
友
会
）
三
好

か
お
り
（
高
松
病
院
腎
友
会
）
齋
藤
和

巳
（
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実

会
）
中
野
雄
蔵
（
織
本
病
院
腎
友
会
）

永
見
明
子
（
井
の
頭
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友

会
）
村
越
京
子
（
八
王
子
東
町
ク
リ
ニ

ッ
ク
桑
の
実
会
）
山
田
裕
美
（
あ
け
ぼ

の
友
の
会
）

○
監
事

山
口
　
登（
個
人
会
員
）糸
賀
久
夫（
松

和
患
者
会
新
宿
南
口
支
部
）

○
全
腎
協
理
事

梅
原
秀
孝
、
榊
原
靖
夫

○
全
腎
協
社
員
代
表
　
酒
井
　
豊

第
２９
回
腎
臓
病
を
考
え
る 

都
民
の
集
い
　
報
告

「
第
29
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の

集
い
」
が
３
月
１１
日
（
日
）
に
都
庁
本

庁
舎
５
階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
第

一
部
で
は
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）

に
つ
い
て
詳
し
く
な
ろ
う
」
を
東
京
医

科
大
学
主
任
教
授
菅
野
義
彦
先
生
か
ら
、

「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
の
食
事
療

法
」
を
女
子
栄
養
大
学
管
理
栄
養
士
坂

本
香
織
先
生
か
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会

場
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
鈴
木

り
ら
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

の
総
合
司
会
で
両
先
生
の
具
体
的
で
分

か
り
や
す
い
回
答
が
有
り
ま
し
た
。

東
京
都
報
の
宣
伝
や
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
東
京
新

聞
等
で
紹
介
さ
れ
、
腎
臓
内
科
の
あ
る

都
内
の
約
１
７
０
病
院
に
も
チ
ラ
シ
と

ポ
ス
タ
ー
を
送
付
し
２
０
０
名
近
い
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

④
青
年
部
活
動

青
年
部
の
入
会
チ
ラ
シ
を
各
イ
ベ
ン

ト
等
で
配
布
し
部
員
拡
大
（
５５
歳
以
下

の
会
員
）
と
青
年
部
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

①
関
連
す
る
他
団
体
と
の
共
同
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
（
社
）
全
腎
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
難
連
と

協
力
し
、
不
特
定
多
数
の
一
般
市
民
に

腎
臓
病
に
つ
い
て
広
く
啓
蒙
活
動
を
行

い
ま
す
。

③
福
祉
・
移
送
相
談
推
進
事
業
、
腎
臓

病
患
者
の
食
事
療
法
に
関
す
る
事
業
な

ど
を
行
い
ま
す
。

第
３
号
議
案
　
退
任
役
員
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透
析
生
活
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

23
歳
の
頃
に
最
初
に
倒
れ
て
、
即
入
院

で
し
た
。
腎
機
能
が
悪
い
と
の
事
で
二

週
間
程
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

仕
事
が
ハ
ー
ド
に
な
る
度
に
入
退
院
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
透
析
」

と
言
わ
れ
つ
つ
も
、
仕
事
が
楽
し
く
て

将
来
の
夢
も
あ
り
、
ご
ま
か
し
な
が
ら

逃
げ
て
い
ま
し
た
。

結
婚
も
仕
事
も
あ
き
ら
め
て

2８
歳
の
入
院
時
、
食
事
も
摂
れ
な
い

状
態
で
鎖
骨
部
分
か
ら
2４
時
間
点
滴
を

受
け
な
が
ら
３
か
月
入
院
。
そ
の
時
主

治
医
か
ら
「
自
分
の
体
で
精
一
杯
、
子

供
は
諦
め
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
子
供
ど
こ
ろ
か
結

婚
も
考
え
て
お
ら
ず
、
自
分
の
店
を
持

つ
と
い
う
夢
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
方
が

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
頑
張
っ

て
貯
め
て
い
た
お
金
も
、
入
院
生
活
で

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
行
く
し
生
き
て
行
く

希
望
も
気
力
も
無
く
な
り
か
け
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
毎
日
の
よ
う
に
お

見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
い
た
今
の
主
人

に
結
婚
を
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。「
子

供
は
出
来
な
く
て
も
い
い
よ
。
一
緒
に

暮
ら
そ
う
」
と
言
っ
て
貰
え
て
結
婚
し

ま
し
た
。

３２
歳
の
時
、
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し
た

大
学
病
院
で
腎
内
科
と
産
科
平
行
し

て
診
て
も
ら
い
、
未
熟
児
で
し
た
が
何

と
か
無
事
に
産
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
時
「
こ
れ
が
腎
臓
が
悪
い
と
い
う

事
か
！
」
と
思
っ
た
の
が
食
事
で
し
た
。

産
科
に
い
る
時
は
、
薬
も
無
か
っ
た
し

食
事
も
栄
養
満
点
で
美
味
し
か
っ
た
の

に
、
出
産
し
た
途
端
腎
内
科
に
移
さ
れ

て
、
も
う
量
は
少
な
い
し
味
は
無
い
し

「
せ
つ
な
い
～
」
の
毎
日
で
し
た
。
薬

も
始
ま
っ
た
の
で
、
母
乳
も
あ
げ
ら
れ

ず
、
で
も
お
乳
は
出
て
胸
が
張
る
の
で

ベ
ッ
ド
で
泣
き
な
が
ら
乳
搾
り
の
毎
日

で
し
た
。
何
の
意
味
も
無
い
お
乳
を
搾

っ
て
は
捨
て
る
日
々
は
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吐
き
気
や
食
欲
不
振
、
浮

腫
み
怠
さ
等
が
出
て
き
て
、
い
つ
透
析

に
な
っ
て
も
お
か
し
く
無
い
状
態
に
な

っ
て
行
き
ま
し
た
。
無
理
だ
と
思
っ
て

い
た
結
婚
、
そ
れ
以
上
に
諦
め
て
い
た

出
産
も
経
験
出
来
て
、
そ
ろ
そ
ろ
仕
方

な
い
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
を

産
ん
で
20
年
以
上
経
っ
て
か
ら
の
透
析
、

我
な
が
ら
頑
張
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

思
い
起
こ
し
て
み
れ
ば
、
自
分
の
や

り
た
い
事
を
や
っ
て
来
た
の
に
、
い
ざ

と
言
う
時
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
助
け
て
貰
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

今
も
家
族
に
助
け
ら
れ
、
病
院
の
皆
さ

ん
に
助
け
ら
れ
、
患
者
さ
ん
仲
間
に
元

気
と
勇
気
を
貰
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

動
け
る
間
は
、
ご
恩
返
し
と
言
う
の
は

お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
少
し
で
も
為
に

な
る
事
を
し
て
行
き
た
い
、
そ
し
て
生

き
た
い
、
そ
し
て
笑
顔
で
逝
き
た
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

本
当
に
多
大
な
税
金
を
使
っ
て
頂
い
て 

「
生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
、
思
い 

知
っ
て
い
ま
す

当
た
り
前
の
事
っ
て
、
本
当
に
「
当

た
り
前
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
い
ざ

無
く
し
て
し
ま
っ
た
時
に
は
ど
ん
な
に

嘆
い
て
も
遅
い
ん
で
す
よ
ね
。
当
た
り

前
を
「
当
た
り
前
」
と
思
わ
ず
、
誰
か

の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
物
だ

と
い
う
事
を
改
め
て
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
透
析
当
初
は
、

な
ん
で
こ
ん
な
事
に
…
と
か
、
も
う
生

き
て
る
意
味
な
い
じ
ゃ
ん
…
等
と
鬱
に

な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
、
一
日
数
時
間

も
ベ
ッ
ド
に
縛
ら
れ
る
事
、
食
事
制
限

や
塩
分
や
水
分
…
本
当
に
、
何
の
為
に

生
き
て
る
ん
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
病
院
の
患
者
会

に
参
加
し
た
り
、
今
は
東
腎
協
の
理
事

も
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
て
自
分

に
も
ま
だ
や
れ
る
事
が
あ
る
ん
だ
と
、

パ
ワ
ー
を
貰
っ
た
気
が
し
ま
す
。

今
後
、
透
析
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
方
た
ち
の
為
に
も
、
現
状
を
維
持
、

も
し
く
は
も
っ
と
良
い
環
境
に
な
る
よ

う
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
様
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

透
析
５
年

あ
け
ぼ
の
友
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
理
事

山
田�
裕
美
さ
ん

リ
レ
ー

 
エッセ
イ

東
腎
協
理
事
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東
海
病
院
＆
ひ
ま
わ
り
会

新
年
会

工
藤
育
夫

（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）

暦
の
上
で
は
立
春
の
２
月
４
日（
日
）

午
後
２
時
よ
り
西
武
池
袋
線
中
村
橋
駅

前
の
中
華
唐
苑
で
、
院
長
先
生
始
め
医

師
３
名
他
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
送
迎
会
社
、

患
者
の
総
勢
2８
名
で
新
年
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
世
話
人
の
坂
本
氏
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま
り
、
院
長
先
生
よ
り
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
和
や
か
に
宴
が
進
行
し

ま
し
た
。
ビ
ー
ル
、
紹
興
酒
、
ワ
イ
ン
、

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
と
中
華
料
理
を
翌
日

の
血
液
検
査
と
体
重
の
増
加
を
気
に
し

つ
つ
も
堪
能
し
ま
し
た
。

最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
リ
ー

チ
・
ト
リ
プ
ル
リ
ー
チ
と
声
が
掛
か
り

多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
の
楽

ん
が
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
古
暮
代
表
の

ご
挨
拶
の
あ
と
、
さ
っ
そ
く
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
上
野
公
園
を
出
発
。

上
野
公
園
は
桜
吹
雪

こ
の
日
は
今
年
最
後
の
花
見
日
和
と

あ
っ
て
公
園
内
は
散
り
ゆ
く
桜
を
惜
し

む
家
族
連
れ
、
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
。

そ
の
中
を
東
腎
協
の
小
旗
を
掲
げ
た
一

団
が
進
み
ま
す
。
さ
す
が
東
腎
協
の
会

員
集
団
と
あ
っ
て
列
を
乱
す
こ
と
な
く

先
頭
の
古
暮
リ
ー
ダ
ー
の
歩
行
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
安
心
。

い
く
つ
か
の
小
休
止
ポ
イ
ン
ト
を
過
ぎ

不
忍
の
池
の
辺
り
で
Ｓ
さ
ん
の
足
に
異

変
が
。
同
行
の
奥
様
と
相
談
し
リ
タ
イ

ア
。（
そ
の
後
お
二
人
は
喫
茶
店
で
久

し
ぶ
り
に
お
茶
を
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
東
京
歩
こ
う
会
の
御
利
益
で
し

ょ
う
か
？
）

大
休
止
は
旧
岩
崎
庭
園

こ
こ
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
自
己

紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
一
時
半

再
び
出
発
。
広
大
な
東
京
大
学
構
内
を

通
り
安
田
講
堂
前
で
記
念
撮
影
。
今
日

の
昼
食
場
所
で
あ
る
学
生
食
堂
へ
到
着
。

と
こ
ろ
が
下
見
の
と
き
確
認
し
て
い

た
学
生
食
堂
は
お
休
み
と
わ
か
り
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
大
慌
て
で
し
た
が
、
た
ま

た
ま
そ
の
日
に
開
業
し
た
学
生
食
堂
が

あ
り
ほ
っ
と
一
息
。
タ
ニ
タ
食
堂
が
経

営
す
る
ま
新
し
い
ス
ペ
ー
ス
。
食
事
を

終
え
て
元
気
に
な
っ
た
一
行
は
午
後
１

時
出
発
。

予
定
の
午
後
二
時
に
は
湯
島
天
神
の

境
内
で
無
事
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
行
程
が
時
間
通
り
と
い
う
第
一

回
目
の
「
東
京
歩
こ
う
会
」
で
し
た
。

次
回
は
６
月
１0
日
（
日
）
高
尾
山
の

予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

東
京
歩
こ
う
会
事
務
局
（
東
腎
協
事
務

局
内
）
☎
03
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

し
み
は
「
旅
行
会
」
と
言
う
事
で
、
そ

れ
ま
で
元
気
に
透
析
生
活
を
送
ろ
う
と
、

話
し
合
い
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

第
一
回
東
京
歩
こ
う
会

開
か
れ
る

春
爛
漫
の
四
月
一
日
、
東
腎
協
有
志

で
準
備
を
重
ね
て
来
た
東
京
歩
こ
う
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
集
合
時
刻
に
は
参

加
を
申
し
込
ん
で
い
た
殆
ど
の
会
員
さ 東海病院&ひまわり会新年会

東京大学安田講堂前で記念撮影
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平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
友

の
会（
平
山
腎
友
会
）会
員
１９

名
で
発
会
式

（
編
集
部
）

４
月
１５
日
（
日
）
日
野
市
平
山
交
流

セ
ン
タ
ー
で
平
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

（
略
称
・
平
山
腎
友
会
）
の
発
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
会
員
・
家

族
１0
名
、
来
賓
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

発
起
人
代
表
、
清
水
秀
雄
会
長
の
挨

拶
に
続
い
て
、
来
賓
の
医
療
法
人
財
団

心
施
会
会
長
杉
崎
弘
章
先
生
、
同
杉
崎

健
太
郎
理
事
長
・
平
山
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
梅
原
秀
孝

「
お
江
戸
腎
と
も
カ
フ
ェ
」

（
略
称:

じ
ん
カ
フ
ェ
）
ご
案
内

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
個
人
会
員
有
志
の
集
い

こ
の
集
い
は
、
２
０
１
８
年
１
月
に

〝
ふ
〟
と
し
た
こ
と
か
ら
東
腎
協
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
個
人
会
員
新
年
会
の
流
れ
で

「
お
茶
で
も
飲
ん
で
帰
ろ
う
」
と
誰
と

も
な
く
、
声
掛
け
合
っ
て
集
ま
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

そ
こ
で
、
お
互
い
に
意
見
の
交
換
や
、

情
報
交
換
、
各
自
の
簡
単
な
取
り
巻
く

透
析
の
環
境
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
し

ま
し
た
。
東
腎
協
の
会
合
は
勿
論
の
こ

と
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
も
っ
と
小
単

位
で
の
集
ま
り
も
良
い
こ
と
だ
と
其
々

共
感
し
、
そ
の
後
か
ら
、
月
に
一
度
集

ま
っ
て
お
茶
会
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
集
い
は
、
東
腎
協
会
員
以
外
の

方
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
ど
な
た
で

も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
月
に
１
回
、
お

互
い
顔
を
合
わ
せ
て
、
日
ご
ろ
の
不
安

や
疑
問
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
或
い

は
、気
楽
で
他
愛
の
な
い
世
間
話
や
、笑

い
話
を
し
て
、
透
析
生
活
の
よ
り
精
神

的
向
上
を
目
指
す
、
参
加
者
の
憩
い
の

場
所
を
設
け
る
事
が
趣
旨
で
あ
り
ま
す
。

日
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
み

な
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
か
け
が
え
の
な

い
癒
し
の
時
間
と
、
心
の
や
す
ら
ぐ
場

所
と
し
て
利
用
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

ど
な
た
で
も
、
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

垣
根
の
な
い
気
軽
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た

集
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
場

所
を
変
え
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

考
え
て
い
ま
す
。

参
加
義
務
は
な
く
、
無
理
な
く
ご
自

身
の
行
き
た
い
時
に
来
て
い
た
だ
い
て

構
い
ま
せ
ん
。
透
析
導
入
前
の
方
や
、

ご
家
族
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
：
毎
月　

第
２
日
曜
日
１３
時
～
帰

り
た
く
な
る
ま
で

場
所
：
喫
茶
ル
ー
ブ
ル

（
立
川
駅
南
口
を
直
進
、
曙
町
２
丁
目

交
差
点
の
す
ぐ
手
前
の
右
側
で
す
）

立
川
市
曙
町
２
―９
―１
菊
谷
ビ
ル
２
階

世
話
人
：
関
口
新
一
０
９
０
―
４
９
４

７
―
２
２
０
１

貴
島
光
心
０
８
０
―
８
８
７
９
―
２
３

４
５投

稿
の
お
願
い

編
集
委
員
会
で
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
投
稿
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

旅
行
、
趣
味
、
食
事
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
何
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

☎　

０
３
―３
９
４
４
―４
０
４
８

E-m
ail　

kikannshi@
toujin.jp

会
長
、
同
板
橋
俊
司
事
務
局
長
・
日
野

ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
会
長
の
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
発
起
人
の
一
人
岡
田
和
友

（
司
会
）
夫
人
岡
田
あ
つ
子
さ
ん
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
の
後
、
役
員
選
出
を
行
い
、
会

長
に
清
水
秀
雄
氏
、
会
計
松
島
一
哉
氏
、

事
務
局
岡
田
和
友
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

当
面
の
東
腎
協
活
動
予
定
と
患
者
会
の

活
動
目
標
を
発
表
し
、
休
憩
・
昼
食
と

な
り
ま
し
た
。

食
事
を
と
り
な
が
ら
、
参
加
し
た
会

員
・
家
族
の
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

や
意
見
、
先
生
へ
の
質
問
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
あ
る
人
は
20
数
年
透
析
を

や
っ
て
い
た
が
、
最
近
ま
で
「
今
日
の

医
療
制
度
を
築
い
て
き
た
の
は
全
腎
協

・
東
腎
協
」
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
く

て
、
マ
ン
ガ
の
「
腎
友
会
の
歴
史
と
活

動
」
を
読
ん
で
「
自
分
も
参
加
し
て
頑

張
ら
ね
ば
」
と
決
意
し
て
入
会
し
た
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

中
締
め
と
し
て
、
松
島
一
哉
会
計
か

ら
一
本
締
め
で
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
自
由
参
加
で
交
流
会
カ

ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平山城址腎クリニック友の会発会式
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正
会
員
会
議
議
題
：
司
会
進
行　

三
好

理
事

①
東
腎
協
・
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
予
定

報
告

②
各
患
者
会
の
近
況
報
告

③
国
会
請
願
署
名
中
間
報
告
、
歩
こ
う

会
、
災
害
備
蓄
米
無
料
配
布
に
つ
い
て

報
告
：
各
患
者
会
か
ら
の
主
な
意
見
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

○
患
者
会
に
入
会
の
働
き
か
け
よ
り
、

役
員
に
な
る
人
が
い
な
い
為
、
解
散

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

○
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
入
会
者
が
少

な
い
。

○
会
費
の
集
金
、
機
関
誌
等
の
配
布
方

法
で
悩
ん
で
い
る
。

○
会
費
と
非
会
員
と
の
差
が
全
く
な
い
。

差
別
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

○
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
会
費
の
負
担

が
大
き
い
。

○
現
状
に
満
足
し
、
こ
れ
以
上
の
助
成

は
会
費
を
払
っ
て
ま
で
必
要
と
し
な

い
。

○
患
者
会
の
あ
る
病
院
を
訪
問
す
る
と

き
は
、
患
者
会
役
員
に
も
連
絡
を
し

て
欲
し
い
。

○
東
腎
協
よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
が

発
生
す
る
、
危
機
感
を
煽
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
チ
ラ
シ
を
発
行
し
て
ほ
し
い
。

○
各
透
析
病
院
長
宛
に
「
東
腎
協
の
会

長
名
」
で
協
力
お
願
い
の
文
章
を
出

し
て
も
ら
い
た
い
。

○
病
院
の
積
極
的
な
協
力
を
得
ら
れ
れ

ば
、
入
会
者
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

現
状
の
勧
誘
方
法
で
は
限
界
で
す
。

○
食
料
ロ
ス
削
減
の
観
点
か
ら
、
製
薬

会
社
で
扱
っ
て
い
る
消
費
期
限
が
近

い
栄
養
調
整
食
品
等
を
会
員
獲
得
に

利
用
で
き
な
い
か
。

文
化
学
科
学
科
長
）
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
内
容
は
、「
難
病
医
療
費
助
成
」

を
申
請
し
重
症
度
２
以
上
に
認
定
さ
れ

た
ら
「
指
定
難
病
医
療
費
受
給
者
証
」

が
交
付
さ
れ
る
。
対
象
と
な
る
医
療
費

の
範
囲
は
難
病
治
療
に
か
か
っ
た
費
用

の
み
で
風
邪
な
ど
そ
の
他
の
病
気
の
治

療
な
ど
は
対
象
に
な
ら
な
い
。
軽
症
者

特
例
と
は
、
１2
月
に
申
請
す
る
場
合
は

前
年
の
１2
月
か
ら
３
３
，
３
３
０
円
を

超
え
る
月
が
３
回
以
上
あ
れ
ば
対
象
に

な
る
。

入
院
し
て
も
退
院
計
画
書
を
作
り
、

入
院
よ
り
１４
日
以
内
の
退
院
で
算
定
を

す
る
。
３
か
月
以
内
で
退
院
か
転
院
す

る
か
自
宅
療
養
な
ど
に
な
る
な
ど
を
話

さ
れ
た
。
2５
名
の
参
加
者
で
し
た
が
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
戸
倉
副
会
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
。
次
に
参

加
者
自
己
紹
介　

各
患
者
会
状
況
報
告

を
し
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
「
難
病
法
の
現
状
と
課

題
」、
講
師
は
平
岡
久
仁
子
先
生
（
帝

京
平
成
大
学
・
現
代
ラ
イ
フ
学
部
人
間

鈴
木
明
彦

（
高
中
腎
友
会
）

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会

議
・
新
年
会
報
告

日
時
：
２
０
１
８
年
２
月
１１
日（
日
）

正
会
員
会
議
：
１３
：
３０
～
１５
：
１５

場
所
：�

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
駅
前
『
会

議
室
』

出
席
者
：
正
会
員
１０
名　

役
員
４
名

新
年
会
：
１５
：
３０
～
１７
：
００

場
所
：
巣
鴨
駅
前
『
寿
し
常
』

出
席
者
：
正
会
員
８
名　

役
員
４
名

東
腎
協
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
回
正
会
員
会
議

日
時
：
２
０
１
８
年
３
月
１８
日（
日
）

場
所
：�

船
堀
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル�

３
０
３
会
議
室

時
間
：
１３
時
３０
分
～
１６
時

参
加
人
数
：
理
事
含
め
て
１６
名
参
加

古
木
直
之

（
板
橋
区
難
病
団
体
連
絡
会
事
務
局
長
）

第
２２
回

板
橋
区
難
病
者
の
集
い

開
催
報
告

日
時
：
２
０
１
８
年
３
月
４
日（
日
）

場
所
：�

板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ル
３
階
教
室
Ａ
に
て
、

第
２２
回
難
病
者
の
集
い
が
開

催
さ
れ
た
。

北部ブロック正会員会議
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す
が
、
参
加
は
５0
％
強
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
欠
席
し
た
患
者
会
の
フ
ォ
ロ

ー
も
今
後
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
個
人
会
員
交
流
会

は
、
平
成
2８
年
１0
月
に
第
１
回
を
行
い
、

今
回
の
新
年
会
は
５
回
目
の
交
流
会
で
、

患
者
会
の
解
散
を
回
避
す
る
た
め
の
患

者
会
会
計
支
援
に
つ
い
て
意
見
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

個
人
会
員
１3
名
の
参
加
は
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。
個
人
会
員
は
初
顔
合
わ

せ
の
場
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
各
個
人

の
紹
介
と
お
互
い
の
情
報
交
換
を
通
じ

て
話
が
盛
り
上
が
り
、
会
食
を
し
な
が

ら
の
２
時
間
半
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
、
終
わ
っ
て
か
ら
も
喫
茶

店
で
交
流
は
続
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
個
人
会
員
の
拡
大
の
た
め

の
仲
間
づ
く
り
と
情
報
交
換
の
場
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
一
部　

学
習
会

講
師
：
牧　

潤
二　

氏
（
医
療
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）

テ
ー
マ
：「
腎
疾
患
対
策
を
巡
る
情
勢

と
今
後
の
方
向
性
」

①
腎
疾
患
対
策
…
１0
年
ぶ
り
の
見
直
し

腎
疾
患
対
策
検
討
会
（
昨
年
１2
月
第
１

回
）
が
開
か
れ
、
６
月
頃
ま
で
に
方
向

性
が
決
ま
る

②
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
…
厚
労

中
野
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
梅
原

会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

板
橋
事
務
局
長
よ
り
①
東
腎
協
・
全
腎

協
の
現
状
と
来
年
度
の
展
望
に
つ
い
て

②
透
析
患
者
の
医
療
環
境
、
診
療
報
酬

改
定
、
医
療
費
の
改
定
、
生
活
保
護
の

改
悪
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
杉
崎
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
多

摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
後
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

①
自
己
紹
介
と
患
者
会
の
現
況
②
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
の
学
習
会
の
内
容
に
つ
い
て

の
希
望
・
意
見
③
会
員
拡
大
の
取
り
組

み
④
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
・
東
腎
協
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
意
見
・
要
望
な
ど
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
正
会
員
は
3６
名
で

各
患
者
会
も
、
患
者
の
高
齢
化
、
若

い
患
者
の
方
が
患
者
会
に
関
心
が
無
い

事
、
役
員
の
成
り
手
が
い
な
い
事
、
病

院
か
ら
の
協
力
が
無
い
な
ど
が
患
者
会

の
会
員
減
少
に
な
っ
て
い
る
と
の
意
見

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

各
患
者
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
新
年

会
、
総
会
、
栄
養
教
室
、
料
理
教
室
、

旅
行
な
ど
、
各
患
者
会
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。

次
に
、
東
腎
協
活
動
報
告
と
活
動
予

定
報
告
と
中
期
事
業
計
画
の
結
果
報
告
、

次
に
、
今
後
の
東
腎
協
の
活
動
の
方
向

性
、
そ
の
他
と
し
て
、
白
坂
理
事
か
ら

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

正
会
員
会
議
と
新
年
会

日
時
：
２
０
１
８
年
２
月
１１
日（
日
）

時
間
：�

１０
時
～
１２
時
正
会
員
会
議�

１２
時
半
～
１４
時　

新
年
会

参
加
者
：
理
事
含
め
て
２０
名
参
加

第
４
回
行
政
委
員
会
報
告

日
時
：�

２
０
１
８
年
３
月
１７
日�

１０
：
００
～
学
習
会�

１３
：
００
～
行
政
委
員
会

出
席
：�

榊
原
、
梅
原
、
古
暮
、
酒
井
、

中
野
、
三
好
、
松
本
（
学
習

会
）、
板
橋
、
白
坂

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

個
人
会
員
新
年
会

日
時
：
２
０
１
８
年
１
月
２１
日（
日
）

場
所
：
立
川
南
口
や
る
き
茶
屋

時
間
：
１２
：
００
～
１４
：
３０

参
加
者
：
理
事
含
め
て
１８
名
参
加

杉
崎
憲
三
郎

（
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

東部ブロック正会員会議

多摩ブロック正会員新年会
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省
が
提
出
し
た
論
点
に
沿
っ
た
改
定
と

な
っ
て
い
る

③
最
近
の
専
門
誌
（
紙
）、
一
般
紙
等

で
の
記
事
。
腎
疾
患
、
透
析
へ
の
関
心

は
高
く
な
っ
て
お
り
、
扱
っ
て
い
る
記

事
は
多
々
有
り

④
今
後
の
焦
点

・
糖
尿
病
腎
症
だ
け
で
な
く
腎
硬
化
症
、

慢
性
糸
球
体
腎
炎
に
も
注
目
。

・
遠
隔
診
療
を
本
格
的
に
評
価

・
再
生
医
療
に
挑
戦
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
る

等
の
話
が
聞
け
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
行
政
委
員
会
と

し
て
、
取
り
組
み
の
参
考
と
な
り
ま
し

た
。

第
二
部　

第
４
回
行
政
委
員
会

議
題
１
：
こ
の
間
の
活
動

①
３
月
４
日
（
日
）
第
１3
回
世
界
腎
臓

デ
ー
企
画
「
キ
ド
ニ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」
に

参
加

参
加
：
古
暮
、
中
野
、
三
好
、
白
坂
、

板
橋

○
古
暮
理
事
が「
キ
ド
ニ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

事
務
局
と
名
刺
交
換

②
３
月
４
日
（
日
）
第
３
回
「
低
カ
リ

ウ
ム
野
菜
」
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京
に
参

加
：
梅
原
、
板
橋

議
題
２
：
次
回
学
習
会

「
各
種
医
療
制
度
と
今
後
に
つ
い
て
」

講
師
：
宮
永
恵
美
氏
（
全
腎
協
相
談
室

長
）
日
程
未
定

議
題
３
：
２
０
１
８
年
度
の
活
動
計
画

①
２
０
１
９
年
度
東
京
都
予
算
要
請

②
社
会
貢
献
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い

く③
第
3８
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

④
第
30
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い⑤
諸
団
体
と
の
連
携
・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の

推
進

議
題
４
：
２
０
１
８
年
度
の
行
政
委
員

会
の
体
制

行
政
委
員
長
：
古
暮
宏

委
員
：
榊
原
、
梅
原
、
酒
井
、
三
好
、

中
野
、
住
安
、
板
橋

は
じ
め
に
戸
倉
副
会
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
開
会
の
挨
拶
。

そ
の
後
、
参
加
者
一
人
一
人
の
自
自
己

紹
介
を
し
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。

在
宅
透
析
、
腹
膜
透
析
、
腹
膜
と
透

析
兼
用
、
透
析
の
方
達
が
居
ま
し
て
、

在
宅
透
析
の
方
は
、
３
日
続
け
て
透
析

を
す
る
と
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
と
話

し
て
居
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
病
院
の

話
や
透
析
患
者
は
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
の
数
値
の
話
な
ど
色
ん
な

話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
居
ま
し
た
。

中
村　

博

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

２
０
１
８
年
度

個
人
会
員
・
家
族
交
流
会

日
時
：
２
０
１
８
年
３
月
４
日（
日
）

場
所
：�

船
堀
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル　

４
０

３
会
議
室

時
間
：
１３
時
３０
分
～
１６
時

参
加
：�

個
人
会
員
４
名
、
家
族
の
方

２
名
、
正
会
員
１
名
、
理
事

６
名
、
総
人
数
１３
名

東部ブロック患者家族交流会

（上）�田村智子議員に
手渡す。

（中）�秋元司議員に手
渡す。

（下）�小池晃議員秘書
に手渡す
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集会　１0：30～１１：30
＊主催者挨拶
＊請願の趣旨説明
＊来賓（国会議員）挨拶
＊来賓（秘書）紹介
＊班編成、行動説明

要請行動　１3：00～１５：00
第４７次国会請願は、 3月１５
日（木）衆議院第一議員会館
地下大会議室に全国都道府県
の代表が集結して開催されま
した。
紹介議員29５名
来場議員30名、秘書５9名
会員参加数１８８名（東京１0名）

全腎協請願署名
東京１3，８７3筆（昨年１５，2８0筆）
全腎協５3８，909筆
� （昨年５７2，2４７筆）
ＪＰＡ請願署名
東京１2，７６７筆（昨年１５，2８0筆）
でした。
募金は東京１，１１3，9１0円（昨年
１，0５８，3４0円）全国2，４9１，７3７
円でした。

東京からは梅原会長を団長
として榊原（副団長）、戸倉、
白坂、古暮、酒井、中野、松
本、三好、板橋の１0理事が参
加しました。
衆参議員会館を 2班に分か

れて訪問し１0名の国会議員に
請願署名を手渡しました。
（１0名の紹介議員は別表の通
り）

参議院議員田村智子先生。先
生本人に面談
①透析患者の高齢化に伴う課
題解決に国として取組むこと
を要請。
②ＣＫＤ対策に全力で取組む
ことを要請。
③大震災にしっかり備えるこ
とを要請。
参議院議員小池晃先生　秘書
窪田則子氏に面談
①全腎協の長年の請願活動を
評価、成果に結びついている
ので今後も継続されたいとの
事。
②腎臓内科医の不足に対する
問題意識を共有、対策が必要。
その他の先生はおいでになら
ず、秘書の方に請願書を厚生
労働委員会に提出して頂くこ
とをお願いしました。（古暮）

衆議院議員平沢勝栄先生
秘書が対応。「腎疾患総合
対策」の早期確立を要望する
請願書を提出し、請願趣旨を
説明し手渡す。議員は不在。
初鹿明博先生、太田昭宏先生
も同上。

第４７次 国会請願行動

「腎疾患総合対策」の
早期確立を求めるつどい

２０１８年 ３ 月１５日

衆議院議員秋元司先生
当初は秘書に手渡したが、
その後、議員が在勤中である
ことが分かり、再度面談を要
請。梅原会長が手渡しました。
� （中野）

議員名 衆･参 党派

平沢　勝栄 衆 自民党

秋元　司 衆 自民党

石田　昌宏
（厚生労働委理事）

参 自民党

初鹿　明博
（厚生労働委員）

衆 立憲民主党

川田　龍平 参 立憲民主党

有田　芳生 参 立憲民主党

太田　昭宏 衆 公明党

山口　那津男 参 公明党

田村　智子 参 共産党

小池　晃 参 共産党

全国から集まった署名

全国集会
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手
遅
れ
だ
っ
た
私
の
腎
臓
病

私
と
腎
臓
病
と
の
付
き
合
い
は
、
あ

る
日
突
然
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

４７
年
６
月
頃
、
職
場
に
入
っ
て
５
年
。

23
歳
の
と
き
で
す
。
忙
し
い
毎
日
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
健
康
だ
け
が
取
り
柄

の
よ
う
な
男
で
し
た
の
で
病
気
の
こ
と

は
眼
中
に
な
い
と
い
っ
た
毎
日
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
体
が
だ
る
く
、
食
欲
も
な

く
、
顔
色
が
悪
く
周
り
の
人
か
ら
も
ど

こ
か
悪
い
の
じ
ゃ
な
い
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
病
院
に
は
全
く
気
が
向
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
と
き
仕
事
中

に
居
眠
り
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
職
場
の
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

る
と
思
い
ど
こ
か
悪
い
の
か
も
し
れ
な

い
と
病
院
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
住
ま
い
近
く
の
診
療
所

で
診
て
も
ら
い
ま
し
た
が
２
回
目
の
受

診
の
と
き
に
「
腎
臓
が
悪
い
か
ら
大
き

な
病
院
に
行
き
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
は

じ
め
て
腎
臓
が
悪
い
よ
う
だ
と
言
う
事

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
飯
田
橋
に

あ
る
総
合
病
院
に
入
院
の
予
約
を
と
り
、

ベ
ッ
ド
待
ち
の
間
近
所
を
歩
い
て
い
た

と
き
、
診
療
所
の
看
護
師
さ
ん
に
偶
然

会
い「
あ
な
た
、ま
だ
入
院
し
な
い
の
？　

底
し
た
食
事
療
法
で
、
蛋
白
質
20
ｇ
、

塩
分
３
ｇ
の
厳
し
い
毎
日
で
し
た
。
近

い
将
来
、
透
析
が
必
要
に
な
る
と
聞
か

さ
れ
ま
し
た
が
、
透
析
と
い
わ
れ
て
も

何
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
、
当
時
、
街
頭

で
騒
い
で
い
た
学
生
運
動
の
投
石

4

4

の
こ

と
ぐ
ら
い
し
か
頭
に
浮
か
ば
な
い
く
ら

い
病
気
に
は
ま
っ
た
く
無
知
で
し
た
。

私
は
病
院
の
エ
リ
ー
ト
患
者
⋮

９
月
に
な
っ
て
透
析
の
準
備
の
た
め

に
左
腕
に
外
シ
ャ
ン
ト
の
手
術
を
し
ま

し
た
。
手
術
室
で
主
治
医
か
ら
「
糸
賀

さ
ん
は
、
こ
の
病
院
の
エ
リ
ー
ト
だ
か

ら
頑
張
り
な
さ
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
病
気
に
な
っ
て
何
が
エ
リ
ー
ト

か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
病
院
に
は
透
析
の

機
械
が
２
台
し
か
な
く
透
析
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
他
に
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
優
先
し
て
透
析
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

私
の
場
合
は
、
年
齢
も
23
歳
と
若
く
公

務
員
で
も
あ
り
共
済
組
合
本
人
で
事
務

職
だ
か
ら
社
会
復
帰
が
望
め
る
と
病
院

側
は
判
断
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
「
外
シ
ャ
ン
ト
は
、
一
生
使
う

命
綱
だ
か
ら
大
事
に
し
な
さ
い
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
ん
の
こ
と

は
な
い
２
ヶ
月
で
人
工
血
管
が
詰
ま
っ

こ
の
ま
ま
だ
と
死
ん
じ
ゃ
う
わ
よ
」
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
随
分
脅
か

す
看
護
師
さ
ん
だ
な
と
思
っ
た
ぐ
ら
い

で
さ
ほ
ど
気
に
も
留
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
４７
年
６
月
、
初
め
て
の
入
院
の

と
き
に
な
り
ま
し
た
が
「
こ
れ
で
仕
事

も
し
ば
ら
く
休
め
て
の
ん
び
り
休
養
で

き
る
」
と
別
荘
に
で
も
行
く
気
分
で
し

た
。
し
か
し
、
検
査
が
進
む
に
し
た
が

っ
て
病
気
に
無
知
だ
っ
た
私
に
も
こ
れ

は
た
だ
事
で
は
な
い
な
と
う
す
う
す
感

じ
取
れ
ま
し
た
。

最
終
判
断
は
、
背
中
を
１0
セ
ン
チ
ほ

ど
切
開
し
て
腎
臓
の
組
織
を
採
る
腎
生

検
で
し
た
。
今
の
腎
生
検
（
バ
イ
オ
ブ

シ
ー
）
は
、
針
を
刺
す
だ
け
で
済
み
ま

す
が
。
そ
の
結
果
、
付
い
た
診
断
名
が

「
亜
急
性
腎
炎
に
よ
る
糸
球
体
系
腎
不

全
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
病
名

を
知
ら
さ
れ
て
も
こ
れ
が
重
い
も
の
な

の
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
に
な
っ
て
主
治
医
か
ら
「
糸
賀
さ
ん

の
腎
臓
は
６
％
し
か
働
い
て
い
ま
せ

ん
」
と
末
期
の
腎
不
全
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
愕
然
と
し
ま
し
た
。
本
当
に

自
分
の
こ
と
な
の
か
と
疑
っ
て
し
ま
っ

た
ほ
ど
で
し
た
。
絶
望
感
に
襲
わ
れ
、

眠
れ
な
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
診
療

所
の
看
護
師
さ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
は

決
し
て
オ
ー
バ
ー
な
こ
と
で
な
か
っ
た

と
そ
の
と
き
初
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
治
療
は
、
安
静
療
法
と
徹

①﹁
こ
の
ま
ま
だ
と
死
ん
じ
ゃ
う
わ
よ
﹂

いとが・ひさお　東腎協監事

糸
賀
久
夫
の

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

泣
き
笑
い

（ 3回連載）
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て
し
ま
い
、
一
度
も
透
析
を
か
け
な
い

ま
ま
、
再
手
術
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
昭
和
４８
年
に
入
っ
て
か
ら
透
析
導
入

の
予
定
で
し
た
が
、
急
に
状
態
が
悪
く

な
り
１2
月
か
ら
透
析
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

最
初
の
透
析
は
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
膜
を

使
っ
て
や
る
キ
ー
ル
型
の
も
の
で
週
２

回
８
時
間
で
し
た
。
外
シ
ャ
ン
ト
は
す

ぐ
に
詰
ま
っ
て
し
ま
い
随
分
泣
か
さ
れ

ま
し
た
。
毎
日
夜
に
な
る
と
詰
ま
っ
て

し
ま
い
、
病
院
の
近
く
に
住
ん
で
い
た

主
治
医
が
緊
急
呼
び
出
し
を
受
け
、
晩

酌
の
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
中
で
熱
心
に
洗

浄
し
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

本
当
に
こ
の
と
き
の
こ
と
は
、
今
で
も

主
治
医
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
外
シ

ャ
ン
ト
の
手
術
は
、
左
腕
だ
け
で
６
回
、

左
足
に
も
１
回
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
４9
年
２
月
に
な
っ
て

初
め
て
内
シ
ャ
ン
ト
を
右
腕
に
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
（
主
治
医
が
自
分
で
手

術
し
た
２
例
目
で
し
た
）。
初
め
か
ら

右
腕
は
こ
の
日
の
た
め
に
外
シ
ャ
ン
ト

を
作
ら
ず
に
と
っ
て
お
い
て
く
れ
た
の

で
し
た
。
内
シ
ャ
ン
ト
に
な
っ
て
か
ら

は
、
活
動
範
囲
も
広
く
な
り
、
何
よ
り

も
お
風
呂
に
の
び
の
び
と
入
れ
る
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
の
場
合
、
あ
ま
り
に
も
自
分
の
健

康
を
省
み
ず
、
若
さ
に
任
せ
て
無
理
を

重
ね
た
こ
と
、
腎
臓
病
に
よ
く
あ
る
む

く
み
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
血
圧
が

高
い
の
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
で
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
健
康
診
断
の
際
、
尿
の
検
査

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
早
期

発
見
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
、
私
の
所
属
し
て
い
た
共
済
組

合
の
検
診
は
30
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
尿

の
検
査
は
、
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
職
場
の
上
司
に
、
早
急
に

30
歳
以
下
の
職
員
に
も
尿
検
査
を
取
り

入
れ
る
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
時

ほ
ど
検
尿
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。ち
ょ
う
ど
こ
の
頃（
昭

和
４８
年
秋
）
か
ら
、
腎
臓
病
で
苦
し
む

の
は
私
た
ち
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
と
い

う
思
い
か
ら
、
少
し
で
も
東
腎
協
の
手

助
け
に
な
れ
ば
と
患
者
会
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
私
の
患
者
会
運
動

の
原
点
で
す
。�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

 
   

 

大手損保 メール便仕分け、簡単な事務処理（パソコン初級程度）

土・日・祝休み ～ 、月給 万 女性活躍

大手建設 簡単なデータ入力、書類の仕分け、電話取次ぎ

土・日・祝休み ～ 、月給 万 男性・女性活躍

私立学校 各種テストの印刷、テスト用紙管理、配布（教科毎）

土・日・祝休み ～ 時給 円 男性活躍

（人材派遣事業・人材紹介事業・アウトソーシング事業）一般労働者派遣事業 派 有料職業紹介事業 ユ

〒 東京都千代田区一番町 番地 一番町法眼坂ビル 階

： ：

：

当社は障がいをお持ちの方の転職をトータルにサポートいたします。

障がいをお持ちの皆様のご要望や、お仕事への想いを丁寧にお聞きし、ご希望に沿った転職の支援をいたします。

透析患者（障がい者）の皆様を応援！

転職・就職支援を行います。

① 東腎協バナー広告より登録
「障がい者手帳あり（内部障がい）」とご記入ください

② 下記、電話かメールへのご連絡
担当：上杉、五十嵐

いずれかの方法で

ご連絡ください。

採用例

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

糸
賀　

久
夫
（
い
と
が　

ひ
さ
お
）

１
９
４
９
年
１
月　

茨
城
県
生
ま
れ

１
９
７
２
年
１2
月　

透
析
導
入

１
９
７
３
年　
　
　

東
腎
協
常
務
理
事

１
９
９
７
年
４
月
～
東
腎
協
会
長

２
０
０
２
年
３
月

２
０
１
７
年
～　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
監
事

現
在
に
至
る
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突
然
の
旅
立
ち
に 

言
葉
を
失
っ
た

　
　
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会�

�

会
長　

山
崎　

弘　

幹
事
会
一
同

彼
は
着
実
な
仕
事
で
ひ
ま
わ
り
会
の

幹
事
会
及
び
東
腎
協
の
理
事
と
い
う
高

い
信
頼
を
得
て
い
ま
し
た
。

有
能
で
信
頼
で
き
る
人
材
を
失
い
、

深
く
悲
し
ん
で
い
ま
す
。あ
な
た
は
、元

気
な
う
ち
に
青
森
に
帰
り
地
域
の
皆
さ

ん
と
交
流
し
た
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

３
月
６
日
（
火
）
冷
た
い
雨
の
中
、

堀
之
内
葬
祭
場
に
東
腎
協
役
員
（
梅
原
、

板
橋
、
榊
原
、
白
坂
氏
）
の
弔
問
を
受

け
、
上
京
さ
れ
た
工
藤
さ
ん
お
身
内
の

方
も
ホ
ッ
ト
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

工
藤
さ
ん
、
青
森
へ
の
無
言
の
帰
郷

は
口
惜
し
い
で
し
ょ
う
。
南
津
軽
の
青

い
空
に
、
千
の
風
に
乗
っ
て
思
い
切
り

吹
い
て
、
吹
い
て
、
吹
き
ま
く
れ
‼

さ
よ
う
な
ら
。

い
つ
も
穏
や
か
で 

人
当
た
り
の
優
し
い
方

理
事　

長
井
久
美
子

今
年
の
冬
は
こ
と
の
ほ
か
寒
さ
が
厳

し
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
そ
の

中
、
東
腎
協
事
務
局
で
編
集
の
お
仕
事

を
担
当
さ
れ
て
い
た
工
藤
育
夫
さ
ん
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
の
知
ら
せ
に

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
工
藤
さ

ん
は
そ
の
日
曜
日
、
昼
間
は
ブ
ロ
ッ
ク

の
会
合
に
出
席
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
原
因
は
虚
血
性
心
不
全
と

い
う
こ
と
で
ご
本
人
も
思
い
が
け
な
い

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
１
年
半
ほ
ど
事
務
局
で
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
工
藤
さ

ん
と
も
１
年
弱
ご
一
緒
し
て
い
ま
し
た

が
、
ま
じ
め
な
方
で
粛
々
と
お
仕
事
を

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
穏
や
か
な
人
当

た
り
の
優
し
い
方
で
怒
っ
た
顔
を
み
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
工
藤
さ
ん
を
失

っ
た
こ
と
は
東
腎
協
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
で
す
。

３
月
の
理
事
会
の
後
、
７
人
ほ
ど
で

追
悼
の
会
を
持
ち
ま
し
た
。
会
員
の
高

齢
化
と
新
入
会
員
の
減
少
に
よ
る
東
腎

協
の
組
織
の
縮
小
は
大
き
な
問
題
で
す
。

そ
の
中
で
広
報
は
大
切
な
活
動
で
す
。

工
藤
さ
ん
の
お
仕
事
を
引
き
継
が
れ
る

方
が
早
く
見
つ
か
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

工
藤
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
な

が
ら
。

ま
だ
早
す
ぎ
る
よ

事
務
局
長　

板
橋 

俊
司

３
月
５
日
（
月
）
朝
か
ら
メ
ー
ル
し

て
も
電
話
し
て
も
全
く
返
信
な
し
。
普

段
無
断
欠
勤
な
ど
し
な
い
工
藤
さ
ん
と

連
絡
も
取
れ
な
い
。
変
な
胸
騒
ぎ
の
中
、

私
は
自
分
の
透
析
時
間
で
退
局
。
午
後

７
時
こ
ろ
、
白
坂
さ
ん
か
ら
「
工
藤
さ

ん
、
家
で
亡
く
な
っ
て
い
た
」
と
の
連

絡
。
予
感
が
当
た
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
と
、

透
析
後
の
け
だ
る
さ
の
中
で
、
そ
の
晩

は
な
か
な
か
寝
付
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
同
時
に
、
他
人
ご
と
で
は
な
い
、
私

た
ち
透
析
患
者
は
こ
う
い
う
最
後
も
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
な
と
、

改
め
て
病
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
た
。

工
藤
さ
ん
が
事
務
局
に
来
ら
れ
た
の

は
、
２
０
１
５
年
１0
月
か
ら
で
、
私
が

事
務
局
長
に
な
っ
て
、
ま
っ
た
く
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
と
き
に
本
当
に
頼
り

に
な
る
仲
間
で
し
た
。
普
段
は
お
酒
も

あ
ま
り
飲
ま
な
い
の
に
、
仕
事
帰
り
に

大
塚
の
居
酒
屋
で
、
世
の
中
の
事
、
人

生
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
夜
遅
く

ま
で
語
り
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。そ

う
言
え
ば
、「
自
分
が
元
気
な
う

ち
に
田
舎
に
帰
り
た
い
」
と
常
々
言
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
都
度
私
は
、「
俺

が
事
務
局
辞
め
る
ま
で
は
付
き
合
っ
て

よ
」
と
無
理
強
い
し
た
の
か
と
、
今
に

な
っ
て
悔
や
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
早
す
ぎ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
や
り
残
し
て
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
だ

ろ
う
に
。
そ
し
て
、
東
腎

協
に
は
欠
か
せ
な
い
人
材

で
、
そ
の
抜
け
た
穴
は
ポ

ッ
カ
リ
と
空
い
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
簡
単
に
は
埋

ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、

残
さ
れ
た
私
た
ち
で
、
し

っ
か
り
と
あ
な
た
の
志
し

を
継
い
で
い
き
ま
す
。

最
後
ま
で
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ゆ
っ
く
り
お
休
み

く
だ
さ
い
。

工
藤 

育
夫
さ
ん
を
偲
ん
で

追
悼

工藤育夫（くどう　いくお）20１８年 3 月 ４ 日逝去。
享年６3歳。１99８年透析導入。東海病院ひまわり会、
20１４年から東腎協理事、20１５年広報委員長

東
腎
協
理
事
・
広
報
委
員
長
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

〇
東
京
第
一
支
店
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
会
請
願
募
金
御
礼

【
患
者
会
】（
１2
月
以
降
）

永
山
腎
友
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会
、

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
村
上
医
院

ひ
ま
わ
り
会
、
大
島
腎
友
会
、
八
王
子

も
み
じ
会
、
府
中
け
や
き
会
、
入
谷
ク

リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ

ク
友
の
会
、
阿
佐
ヶ
谷
す
ず
き
腎
友
会
、

勝
和
な
ご
み
会
、
森
山
友
の
会
、
金
町

中
央
病
院
グ
ル
ー
プ
、
優
人
大
泉
学
園

患
者
会
、
愛
和
腎
友
会
、
松
和
患
者
会

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
あ
か
ま

つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
練
馬
桜

台
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
桑
の
実
会
、

竹
口
病
院
腎
友
会
、
柳
原
健
腎
会
、
新

小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
立
川
ふ
れ

あ
い
相
互
病
院
希
望
会
、
国
分
寺
こ
や

ま
腎
友
会
、
虎
の
門
・
高
津
会
（
本
院
）、

代
々
木
病
院
透
析
室
内
腎
友
会
、
高
中

腎
友
会
、
新
中
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
会
、

中
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
腎
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会
、
親
水

ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
中
野
共
立
病
院

腎
友
会
・
絆
の
会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎

友
会
、
聖
蹟
さ
く
ら
会
、
深
川
橋
ク
リ

ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
あ
け
ぼ
の
友
の
会
、

立
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
新
江
東
橋
ク
リ
ニ

ッ
ク
腎
友
会
、
太
田
病
院
腎
友
会
、
東

京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会
、
東
海
病
院

ひ
ま
わ
り
会
、
す
な
が
わ
相
互
診
療
所

い
ず
み
、
瑞
江
腎
友
会
、
に
こ
た
ま
会
、

秋
葉
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
、
鶴
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
、
調
布
病
院
腎
友

会【
個
人
会
員
】（
１2
月
以
降
）

木
村
千
保
子
、
福
島
昌
昭
、
仲
璋
子
、

彦
田
忠
義
、
林
恵
子
、
萩
原
高
、
須
田

浩
造

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

青
い
鳥
・
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

【
患
者
会
】

立
川
北
口
駅
前
腎
友
会

日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

【
個
人
会
員
】

今
後
の
活
動
予
定

５
月
１９
日
～
２０
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
全
国
大
会
in
岩
手

５
月
２７
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
７
回
理
事
会

６
月
３
日
（
日
）

東
腎
協
第
１３
回
総
会
・
第
８
回
大
会

６
月
１０
日
（
日
）

第
２
回
「
東
京
歩
こ
う
会
」（
高
尾
山
）

６
月
１６
日
～
１７
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
通
常
総
会
（
大
森
）

６
月
２４
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
８
回
理
事
会

７
月
１４
日
～
１５
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
事
務
局
長
会
議

７
月
２９
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
３
９
回
理
事
会

８
月
２５
～
２６
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
青
年
会
議

９
月
２３
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
４
０
回
理
事
会

１０
月
７
日
（
日
）

第
３８
回
臓
器
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１０
月
２８
日
（
日
）

東
腎
協
第
１
４
１
回
理
事
会

　1９７2年（昭和4７年）11月1９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から44年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
40年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
　その一方で社会保障制度、医療
費制度の削減が社会問題となって
おり、莫大な費用を要する透析医
療も安心してはいられない状況で
す。これからも医療機関、各企業、
患者団体と結束して活動すること
が大変重要と考えます。
　私どもの「命と暮らし」を守る
活動に賛同いただければ是非、賛
助会員として団体の活動を支えて
いただきたく心よりお願い致しま
す。

記
賛助会員会費：個人年額5,000円、
団体年額　 1口10,000円／ 1 口以
上
※年 1回名刺広告を機関誌「とう
じんきょう」夏号に掲載させてい
ただきます。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会
賛助会員入会のお願い
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鈴
木
次
男
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」

無
償
配
布
に
ご
協
力
を

�

今
年
か
ら
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
は
、
日
本
郵

便
（
株
）
が
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と

認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
東
腎

協
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
「
青
い
鳥

郵
便
は
が
き
」
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

東
腎
協
財
政
の
一
助
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
受
付
期
間

２
０
１
８
年
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
同

年
５
月
3１
日
（
火
）
ま
で

◎
配
布
期
間

２
０
１
８
年
４
月
20
日
（
月
）
か
ら
同

年
５
月
3１
日
（
火
）
ま
で

１
．
お
申
し
込
み
方
法

（
１
）
窓
口
で
の
申
込
方
法

窓
口
で
配
布
の
希
望
を
申
し
込
み
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
（
簡
易

郵
便
局
を
除
き
ま
す
。
以
下
同
じ
と
し

ま
す
）
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示

の
上
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
人
に
よ

る
ご
提
出
も
可
能
で
す
。

お
申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓

口
に
備
え
置
い
て
い
ま
す
。

（
２
）
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
方
法

郵
送
に
よ
り
配
布
の
希
望
の
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、「
青
い
鳥
郵
便
葉

書
配
布
申
込
書
」
に
同
等
の
内
容
を
記

入
し
て
最
寄
り
の
郵
便
局
に
郵
送
し
て

下
さ
い
。

（
３
）
配
布
の
方
法

２
０
１
８
年
４
月
20
日
（
月
）
以
降
、

最
寄
り
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
か

ら
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
20
日

（
月
）
以
降
、
申
し
込
み
の
場
合
に
限

り
、「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」

の
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
そ
の
場
で

お
渡
し
し
ま
す
。

事
務
局
員
募
集

○
資
格
経
験
は
問
わ
な
い
が
、
パ
ソ
コ

ン
、
経
理
、
編
集
な
ど
に
関
心
が
あ
れ

ば
可

○
お
問
い
合
わ
せ

☎　

０
３
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

東
腎
協
事
務
局
（
板
橋
ま
で
）

編
集
後
記

○
早
い
も
の
で
、
工
藤
さ
ん
が
い
な
く

な
っ
て
２
か
月
が
過
ぎ
た
。「
と
う
じ

ん
き
ょ
う
４
月
（
春
号
）」
の
編
集
作

業
中
だ
っ
た
。
急
遽
私
が
引
き
継
ぎ
、

総
会
準
備
等
で
慌
た
だ
し
い
中
で
は
あ

っ
た
が
、
何
と
か
発
行
で
き
た
。
今
回

は
４
月
号
と
総
会
議
案
集
と
の
合
併
号

に
な
り
ま
し
た
。
４
月
号
を
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
た
会
員
読
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
発
行
が
遅
く
な
り
ま
し
て
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
を
向
か
へ
、
活
動
方
針
の
柱

は
、「
持
続
可
能
な
患
者
会
」
の
在
り

方
の
抜
本
的
な
対
策
・
研
究
で
す
。
そ

の
た
め
東
腎
協
で
は
「
再
構
築
委
員
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
定
期
的
な
会

合
を
通
じ
て
、
近
い
将
来
新
た
な
方
向

性
を
提
案
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
も
斬
新
な
意
見
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
私
は
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
こ
の
年
に

な
っ
て
図
ら
ず
も
良
き
友
人
を
得
た
。

彼
は
、
茫
洋
と
し
た
風
貌
と
如
何
に
も

津
軽
出
身
ら
し
い
無
駄
の
な
い
語
り
口

と
、
そ
し
て
仕
事
に
対
し
て
は
派
手
さ

は
な
い
が
確
実
さ
を
重
ん
じ
る
と
い
う
、

凛
と
し
た
立
ち
居
振
る
舞
い
に
敬
意
を

覚
え
て
い
た
。
そ
の
彼
が
突
然
こ
の
世

か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
私
に
な

ん
の
挨
拶
も
な
く
。
彼
の
名
は
工
藤
育

夫
。
東
腎
協
事
務
局
員
、
理
事
・
広
報

委
員
長
。�

（
白
坂
）

○
今
年
も
暑
い
夏
を
予
感
さ
せ
る
全
国

各
地
で
2５
度
を
こ
え
る
よ
う
な
暑
さ
が

４
月
中
旬
ご
ろ
東
京
都
内
で
も
観
測
さ

れ
ま
し
た
。
今
日
は
2５
度
、
明
日
は
１５

度
と
温
度
差
も
激
し
く「
寒
暖
差
疲
労
」

で
体
調
を
崩
さ
れ
な
い
よ
う
会
員
の
皆

さ
ま
の
体
調
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
今
年
度
の
東
腎
協
の
総
会
（
午
前

１0
時
開
始
）と
大
会（
午
後
１3
時
開
始
）

は
同
日
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
松
山
）

○
初
め
ま
し
て
！　

４
月
よ
り
事
務
局

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
、
三
好
か

お
り
と
申
し
ま
す
。
働
く
の
は
30
年
ぶ

り
の
事
で
す
。
不
慣
れ
な
点
が
多
く
皆

様
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、「
東
京
歩
こ
う
会
」
の
発

起
人
の
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。
第
１
回

は
沢
山
の
方
の
御
参
加
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
回
は
６
月
１0
日
（
日
）

高
尾
山
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。�

（
三
好
）

お
詫
び

「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
４
月
号
は
、
都

合
に
よ
り
総
会
議
案
集
と
の
合
併
号
と

な
り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。


